
単元の目標 

〔知識及び技能〕 

・文章全体の構成や内容の大体を意識

しながら音読することができる。

（(1)ク） 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・登場人物の行動や気持ちなどにつ

いて，叙述を基に捉えることがで

きる。   （Ｃ(1)イ） 

「学びに向かう力，人間性等」 

・言葉がもつよさに気付くととも

に，幅広く読書をし，国語を大切

にして，思いや考えを伝え合おう

とする。

単元名 物語を音読しよう 
教材名 すいせんのラッパ 

ＭＬＡとの関連 声掛け（例） 

ＳＥＬ  友達にアドバイスする際はよい点と 
修正点を伝える。 

（第７,８時）  

・相手の良いところを伝えてから
アドバイスをしよう。

・相手の目を見て言えるといいね。 

ＰＢＩＳ ・うなずきながら話を聞く。
・発表をした人に拍手をする。

（第２～６時） 

・うなずきながら聞いているね。
・拍手をしてもらうと嬉しいね。

単元の段階 

段階 見付ける つなぐ・深める 

内容 ・登場人物の様子が分かる言葉を見付ける。 
・登場人物の気持ちを考える。
・登場人物の様子が表れるような音読の仕
方を考える。

［重点］ （第１～６時） 

・一場面から五場面の中で，音読する場面を選ぶ。
・心に残った登場人物の様子が伝わるように音読する。
・感想を伝え合う。

（第７,８時） 

主な言語活動 

「場面を決めて音読

する」 

・心に残った登場人

物の様子が伝わる

ように音読する。

段
階 

時 目標 主な学習活動 ＭＬＡとの関連
(目指す児童の姿) 

評価規準・
評価方法等 

見
付
け
る

１

内容の大体を把握

し，感じたことを

文にまとめようと

する。 

１物語を読み,「心に残った登場人物の様子が伝わ
るように音読する」というめあてを知る。 

２あらすじの大体をつかむ。 
３場面を五つに分ける。 
４初発の感想を書く。 

２
・
３
・
４
・
５
・
６

登場人物の行動や

気持ちなどについ

て，叙述を基に捉

えることができ

る。 

１各場面を読み，登場人物の様子が分かる言葉を
見付ける。 

２見付けた言葉と気持ちを確認する。［全体］ 
３様子が表れるような音読の仕方を考える。 

ＰＢＩＳ 
[全体] 
・うなずきながら

話を聞く。
・発表をした人に
拍手をする。

[思考・判断・表現] 
ノート
各場面の登場

人物の行動や
気持ちについ
て，具体的に想

像しているか
の確認 

つ
な
ぐ
・
深
め
る

７

言葉がもつよさに

気付くとともに，

幅広く読書をし，

国語を大切にし

て，思いや考えを

伝え合おうとす

る。 

１一場面から五場面の中で，音読する場面を選ぶ。 
２選んだ場面に出てくる，登場人物の様子が伝わ
るような音読の仕方を考える。 

３ペアで読み合い，アドバイスをし合う。[ペア] 

ＳＥＬ 
[ペア・グループ] 

・友達の発表の良
いところを伝え
る。

[主体的に学習に
取り組む態度] 

観察 
登場人物の様
子が伝わるよ
うに，叙述を基
に音読をして
いるかの確認 

８

文章全体の構成や

内容の大体を意識

しながら音読する

ことができる。 

１音読のめあて（どのような様子が伝わるように
音読したいか）を伝え，音読する。 

[グループ] 
２友達の音読を聞いて，良かったところを伝え合
う。               [グループ] 

３物語の感想を書く。 

[知識・技能] 
音読の発表 

文章全体の構
成や内容の大
体を意識しな

がら音読をし
ているかの確
認 

単元構想図 

(第３学年・４月) 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・文章全体の構成や内容の大体を意

識しながら音読をしている。

［(1)ク］ 

・「読むこと」において，登場人物の行動

や気持ちなどについて，叙述を基に捉

えている。 ［Ｃ(1)イ］ 

・進んで，登場人物の行動や気持ち

などについて文章の叙述を基に

捉え，学習課題に沿って音読に生

かそうとしている。 



単元の目標 

〔知識及び技能〕 

・言葉には，考えたことや思ったこ

とを表す働きがあることに気付く

ことができる。 （(1)ア） 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・登場人物の行動や気持ちなどにつ

いて，叙述を基に捉えることがで

きる。 （Ｃ(1)イ） 

「学びに向かう力，人間性等」 

・言葉がもつよさに気付くととも

に，幅広く読書をし，国語を大切

にして，思いや考えを伝え合おう

とする。

単元名 「あらすじカード」を作ろう 
教材名 はりねずみと金貨 

ＭＬＡとの関連 声掛け（例） 

ＳＥＬ 友達にアドバイスする際は良い点と 
修正点を伝える。  

（第８時） 

・始めに良いところを伝えてか 
らアドバイスをしよう。 
・相手の目を見て言えるといい
ね。 

協同学習 
座席をコの字の形にして，意見を出し

合い，考えを共有する。 
（第６，７時） 

・色々な考えを出し合おう。

・○○さんの考えを詳しく説明

できる人はいますか。 

ＰＢＩＳ ・相手の目を見て話を聞く。
・うなずきながら話を聞く。

（第２～５時） 

・相手の目を見て話を聞くこと 
ができたね。 

・うなずきながら聞いているね。 

単元の段階 

段階 見付ける つなぐ 深める 

内容 ・登場人物の気持ちが分かる言
葉を見付ける。

・登場人物の気持ちを考える。

［重点］（第１～５時） 

・はりねずみの気持ちが最も動
いた場面を考える。

・物語の始めと終わりの部分を
比べて，変わらなかった部分と
変わった部分を考える。

（第６，７時） 

・登場人物の気持ちに着目した「あ
らすじカード」を作る。

・心に残った叙述と，その理由を書
く。

（第８～10 時） 

主な言語活動 

「あらすじカードを作

る」 

・物語の出来事と登場

人物の気持ちやその

変化を捉え，まとめ

る。

・心に残った叙述と理

由を書く。

段
階 

時 目標 主な学習活動 ＭＬＡとの関連 
(目指す児童の姿) 

評価規準・ 
評価方法等 

見

付

け

る

１

言葉には，考えたこ

とや思ったことを

表す働きがあるこ

とに気付くことが

できる。 

１登場人物の気持ちに注目した「あらすじカード」を
作るというめあてを知る。 

（いつ，どこで，誰が，どうした，気持ち） 
２初発の感想を書く。 
３時間や場所を表す言葉に注目して，場面を六つに
分ける。 

２
・
３
・
４
・
５

１各場面を読み，誰が何をどうしたのかまとめる。 

２登場人物の気持ちが分かる言葉を見付ける。 

３見付けた言葉と気持ちを確認する。［全体］ 

４はりねずみの気持ちを入れて，各場面を一，二文で

表す。 

ＰＢＩＳ 
[全体] 
・相手の目を見

て話を聞く。
・うなずきなが
ら話を聞く。

[知識・技能] 
ノート
各場面の登場

人物の考えた
ことや思った
ことを表す語

句を見付けて
いるかの確認 

つ

な

ぐ 

６

登場人物の行動や

気持ちなどについ

て，叙述を基に捉え

ることができる。 

１一場面と六場面を比べ，はりねずみの行動の変化
から，はりねずみの気持ちの変化を考える。 

２はりねずみの気持ちが最も動いた場面はどこか考
え，選んだ場面と，その理由をノートに書く。 

３選んだ場面について共有する。[全体] 

協同学習 
[全体] 
・お互いの顔を

見ながら考え
を話す。

・相手の意見を

否定しない。

[思考・判断・表現] 
ノート
はりねずみの

気持ちの変化
を捉えている
かの確認 

単元構想図 

(第３学年・６月) 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・言葉には，考えたことや思ったこ

とを表す働きがあることに気付

いている。     ［(1)ア］ 

・「読むこと」において，登場人物の行動

や気持ちなどについて，文章の叙述を

基に捉えている。   ［Ｃ(1)イ］ 

・進んで，登場人物の行動や気持ち

などについて文章の叙述を基に

捉え，今までの学習を生かしてま

とめようとしている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段
階 

時 目標 主な学習活動 ＭＬＡとの関連 
(目指す児童の姿) 

評価規準・ 
評価方法等 

 
 
つ
な
ぐ  

 

 

７ 

登場人物の行動
や気持ちなどに

ついて，叙述を
基に捉えること
ができる。 

１物語の始めと終わりの場面を比べ，変わったものは
あるか考える。 
ある場合：変わったものを考える。 
ない場合：変わっていないものを考える。 

２変わったものについて考えを共有する。[全体] 
３変わらないものについて考えを共有する。[全体] 
４物語の始めと終わりの場面を比べ，変わったものは
あるか，自分の考えを改めて書く。 

協同学習 
[全体] 

・お互いの顔を見
ながら考えを話
す。 

・相手の意見を否
定しない。 

 

[思考・判断・表現] 
ノート 

はりねずみの
気持ちの変化
を叙述を基に

捉えているか
の確認 
 

     

 

深

め

る 

 

８ 

言葉がもつよさ
に気付くととも
に，幅広く読書

をし，国語を大
切にして，思い
や考えを伝え合

おうとする。 
 

１あらすじをまとめるポイントを確認する。 

２物語の出来事と登場人物の気持ちやその変化を考

え，ノートにまとめる。 

３ペアで読み，アドバイスし合う。[ペア] 

ＳＥＬ 
[ペア] 
・友達のあらすじ
のまとめ方につ

いて，良いとこ
ろを伝える。 

[主体的に学習に 
取り組む態度] 

カード・観察 

登場人物の気
持ちを取り入
れて，あらす

じカードを書
こうとしてい
るかの確認 

 

９ 

・ 

10 

１あらすじカードにまとめる。 
 ・物語の出来事と登場人物の気持ちやその変化を考

え，まとめる。 
 ・心に残った叙述と，理由を書く。 
２物語の感想を書く。 
 

 

 

 



単元の目標 

〔知識及び技能〕 

・登場人物の様子や行動，気持ちや性

格を表す語句の量を増し，文章の中

で使うことができる。 （(1)オ） 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・登場人物の気持ちの変化や性格，

情景について，場面の移り変わり

と結び付けて具体的に想像するこ

とができる。 （Ｃ(1)エ） 

「学びに向かう力，人間性等」 

・言葉がもつよさに気付くととも

に，幅広く読書をし，国語を大切

にして，思いや考えを伝え合おう

とする。

 

単元名 人物につたえたいことをまとめよう 
教材名 サーカスのライオン 

ＭＬＡとの関連 声掛け（例） 

ＳＥＬ ・相づちを打ちながら友達の話を聞く。
・分からない時や，詳しく知りたい時は
質問する。

（第２～４，６時） 

・「うんうん，なるほど，へえ，す
ごいね」など，相づちを打ちなが
ら聞こう。 

・どうして（どこから）そう思った
か質問してみよう。 

協同学習 ・４人でグループを作り，課題に対して
意見を出し合い，グループとしての考
えを説明する。  （第８時） 

・友達が伝えたいことは何か考え
ながら聞こう。

・色々な考えを出し合おう。

ピア・サポート ・「ピア・タイム（考えを交流する時間）」
で考え付かない友達に進んで声を掛
ける。       （第５，７時） 

・自分から進んで友達に声を掛け
よう。

ＰＢＩＳ ・友達の考えの良いところを伝える。
（第１，９，10 時） 

・頑張ったところや分かりやすい
ところなどを，たくさん見付け
て伝えることができたね。

単元の段階 

段階 見付ける つなぐ 深める 

内容 ・じんざの気持ちが分かる言葉
を見付ける。

・じんざの気持ちを考える。
（第１～４，６時） 

・じんざの気持ちの変化につい
て，叙述を基に考える。

・じんざの願いはかなったかど
うか考える。

［重点］（第５，７時） 

・物語の印象（明るい，暗いなど）に
ついて考え，共有する。 

・中心人物にあてた手紙を書く。
（第８～10 時） 

主な言語活動 

「中心人物に手紙を

書く」 

・中心人物の性格を

一言で表す。

・中心人物の行動や

気持ちなどについ

て考えたことを基

に，中心人物にあて

た手紙を書く。

段
階 

時 目標 主な学習活動 ＭＬＡとの関連 
(目指す児童の姿) 

評価規準・
評価方法等 

見
付
け
る

１

登場人物の様子や

行動，気持ちや性格

を表す語句の量を

増し，文章の中で使

うことができる。 

１物語を読み，中心人物にあてた手紙を書くとい
うめあてを知る。 

２場面を五つに分ける。 
３主な登場人物を確認し，中心人物は誰か考え
る。 

４初発の感想を書き，交流する。[ペア] 

ＰＢＩＳ 
[ペア] 

・友達の感想の良
いところを伝え
る。

[知識・技能] 
ノート

各場面の中心
人物の気持ち
を表す語句に

着目し，文章の
中で使ってい
るかの確認 

２

１一場面から，じんざの気持ちが分かる言葉を見
付ける。 

２見付けた言葉と気持ちを確認する。［全体］ 
３火の輪をくぐった後のじんざの思いをせりふ
として考える。［ペア］ 

４じんざの願いは何か考える。 

ＳＥＬ 

[ペア・全体] 
・相づちを打ちな
がら聞く。

・相手に質問する。 

３

１二場面から，じんざの気持ちが分かる言葉を見
付ける。 

２見付けた言葉と気持ちを確認する。［全体］ 
３男の子を見送った後のじんざの思いをせりふ
として考える。［ペア］ 

単元構想図 

(第３学年・９月) 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・登場人物の様子や行動，気持ちや

性格を表す語句の量を増し，文章

の中で使っている。 ［(1)オ］ 

・「読むこと」において，登場人物の気持

ちの変化や性格，情景について，場面

の移り変わりと結び付けて具体的に

想像している。    ［Ｃ(1)エ］ 

・粘り強く，中心人物の気持ちの変

化を捉え，今までの学習を生かし

て，伝えたいことをまとめようと

している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段
階 

時 目標 主な学習活動 ＭＬＡとの関連 
(目指す児童の姿) 

評価規準・ 
評価方法等 

見

付

け

る

 

４ 

登場人物の様子や

行動，気持ちや性格

を表す語句の量を

増し，文章の中で使

うことができる。 

 

１三場面から，じんざの気持ちが分かる言葉を見
付ける。 

２見付けた言葉と気持ちを確認する。［全体］ 
３男の子が帰った後のじんざの思いをせりふと
して考える。［ペア］ 

 

ＳＥＬ 

[ペア・全体] 
・相づちを打ちな

がら聞く。 
・相手に質問する。 
 

 

[知識・技能] 
ノート 

三場面の中心人
物の気持ちを表
す語句に着目

し，文章の中で
使っているかの
確認 

つ

な

ぐ

 

５ 

登場人物の気持ち

の変化や性格，情景

について，場面の移

り変わりと結び付

けて具体的に想像

することができる。 

１始めのじんざと，男の子と出会った後のじんざ
では，気持ちがどのように変化したのか確認す
る。 

２二場面から三場面の出来事のうち，どの出来事
がじんざの心を大きく変化させたか考える。     

３友達と考えを伝え合う。（ピア・タイム） 
４選んだ出来事と理由を共有する。[全体] 
５改めて【考えのもと】を明らかにして，自分の
考えをまとめる。 

ピア･サポート 
[ピア・タイム] 

・友達に進んで声
を掛ける。 

 

 

[思考・判断・表現] 
ノート 

中心人物の気持
ちの変化を叙述
を基に考えてい

るかの確認 

見

付

け

る

 

６ 

登場人物の様子や

行動，気持ちや性格

を表す語句の量を

増し，文章の中で使

うことができる。 

 

１四場面から，じんざの気持ちが分かる言葉を見
付ける。 

２見付けた言葉と気持ちを確認する。[全体] 
３「ウオ－」の後に続くせりふを考える。[ペア] 
                   

ＳＥＬ 

[ペア・全体] 
・相づちを打ちな
がら聞く。 

・相手に質問する。 
 

[知識・技能] 

ノート 
四場面の中心人
物の気持ちを表

す語句に着目
し，文章の中で
使っているかの

確認 

つ

な

ぐ

 

７ 

登場人物の気持ち

の変化や性格，情景

について，場面の移

り変わりと結び付

けて具体的に想像

することができる。 

 

１五場面のおじさんと人々の気持ちを考える。 
２一場面と四場面を比べ，始めのじんざの願いが
かなったかどうか考える。 

３友達と考えを伝え合う。（ピア･タイム） 
４考えを全体で共有する。[全体] 
５改めて自分の考えをまとめる。 

ピア･サポート 
[ピア・タイム] 

・友達に進んで声
を掛ける。 

 

[思考・判断・表現] 
ノート 

中心人物の気持
ちの変化を叙述
を基に考えてい

るかの確認 

深

め

る
 

８ 

１物語の印象（明るい，暗い等）を考え，ノート
に書く。 

２グループで話し合う。[グループ] 
３考えを全体で共有する。[全体] 
４改めて，根拠となる叙述【考えのもと】を明ら
かにして，自分の考えをまとめる。 

協同学習 

[グループ] 
・役割を果たす。 
・全員が参加でき

るように声を掛
ける。 

９ 

言葉がもつよさに

気付くとともに，幅

広く読書をし，国語

を大切にして，思い

や考えを伝え合お

うとする。 

１これまで読んできたことを基に，じんざへあて
た手紙をノートに書く。 

２ノートを見合い，友達の良いところを伝える。 

[ペア] 

３手紙を見直す。 

 
 

ＰＢＩＳ 
［ペア・グループ］ 
・友達の手紙の良

いところを伝え
る。 

 

 
 

[主体的に学習に 
取り組む態度] 

ノート・手紙 

中心人物の気持
ちの変化を捉
え，伝えたいこ

とをまとめよう
としているかの
確認 
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１じんざへの手紙を書く。 

２出来上がった手紙を見合い，友達の良いところ

を伝える。           [グループ] 

３物語の感想を書く。 

 



単元の目標 

〔知識及び技能〕 

・登場人物の様子や行動，気持ちや性

格を表す語句の量を増し，語彙を豊

かにすることができる。 （(1)オ） 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・文章を読んで理解したことに基づ

いて，感想や考えをもつことがで

きる。 （Ｃ(1)オ） 

「学びに向かう力，人間性等」 

・言葉がもつよさに気付くととも

に，幅広く読書をし，国語を大切

にして，思いや考えを伝え合おう

とする。

 

単元名 想ぞうしたことをつたえ合おう 
教材名    モチモチの木 

ＭＬＡとの関連 声掛け（例） 

ＳＥＬ ・相づちを打ちながら友達の話を聞く。
・相手の目を見て話を聞く。
・友達の良いところや頑張ったところ
を伝える。 （第１,12 時） 

・「うんうん，なるほど，へえ，す
ごいね」など，相づちを打ちなが
ら聞こう。 

・目を見て話を聞こう。
・友達の良いところをたくさん伝
えられるといいね。

協同学習 ・４人でグループを作り，課題に対して
意見を出し合い，グループとしての考
えを説明する。  （第９，10 時） 

・友達が伝えたいことは何か考え
ながら聞こう。

・色々な考えを出し合おう。

ピア・サポート ・「ピア・タイム（考えを交流する時間）」
で考え付かない友達に進んで声を掛
ける。       （第５，８時） 

・自分から進んで友達に声を掛け
よう。

ＰＢＩＳ ・話を否定しないで聞く。
・発表者は最後まではっきりと話す。

（第２～４,６，７時） 

・否定しないで聞くことが大切だ
ね。

・最後まで話すことができたね。

単元の段階 

段階 見付ける つなぐ 深める 

内容 ・登場人物を見付ける。
・豆太の気持ちが分かる言葉
を見付ける。

・豆太の気持ちを考える。
（第１～４,６,７時） 

・語り手が述べる「おくびょう」に
ついて場面を結び付けて考える。

・物語の始めと終わりを比べ，豆太に
変化はあったかどうか考える。

（第５,８時） 

・豆太の性格について考え共有する。 
・豆太にとってモチモチの木はどの
ような存在か考え，共有する。

・「人物紹介カード」を書き，感想を 
伝え合う。［重点］（第９～12 時） 

主な言語活動 

「人物紹介カードを

作り，感想を伝え

合う」 

・文章を読んで理解

したことを基に,

中心人物の性格に

ついて「人物紹介

カード」にまとめ

る。

・「人物紹介カード」 

についての感想を

伝え合う。 

段
階 

時 目標 主な学習活動 ＭＬＡとの関連 
(目指す児童の姿) 

評価規準・
評価方法等 

見

付

け

る

１

登場人物の様子や

行動，気持ちや性

格を表す語句の量

を増し，語彙を豊

かにすることがで

きる。 

１物語を読み,「人物紹介カード」を書くというめ
あてを知る。 

２登場人物を確認し，「語り手」について知る。 
３あらすじの大体をつかむ。 
４初発の感想を書き，交流する。[ペア] 

ＳＥＬ 

［ペア］ 
・友達の感想の良
いところを伝え

る。
・相づちを打ちな
がら聞く。

[知識・技能] 
ノート
各場面の登場
人物の気持ち
や性格を表す
語句に着目し，
語彙を豊かに
しているかの
確認 

２

１一場面を読み，豆太について説明している言葉
を見付ける。 

２じさまとおとうについて説明している言葉を見
付ける。 

３モチモチの木について説明している言葉を見付
ける。 

４見付けた言葉をペアで見合う。[ペア] 
５人物紹介図を書き，物語の設定を確認する。[全体] 

ＰＢＩＳ 
［ペア・全体］ 

・自分の考えを最
後までしっかり
と話す。

・発表をした人に
拍手をする。

３

１二場面から，豆太の気持ちが分かる言葉を見付
ける。 

２見付けた言葉と気持ちを確認し，昼と夜の豆太
の違いを考える。［全体］ 

３豆太が「だめ」と感じているものと,その理由を
考える。 

単元構想図 

（第３学年・11月） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・登場人物の様子や行動，気持ちや

性格を表す語句の量を増し，語彙

を豊かにしている。 ［(1)オ］ 

・「読むこと」において，文章を読んで理

解したことに基づいて，感想や考えを

もっている。     ［Ｃ(1)オ］ 

・粘り強く，登場人物の気持ちや性
格について想像し，今までの学
習を生かして文章にまとめ，自
分の考えを伝えようとしてい
る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段
階 

時 目標 主な学習活動 ＭＬＡとの関連 
(目指す児童の姿) 

評価規準・ 
評価方法等 

見

付

け

る

 

４ 

登場人物の様子や

行動，気持ちや性格

を表す語句の量を

増し，語彙を豊かに

することができる。 

１三場面から，豆太の気持ちが分かる言葉を見付
ける。 

２見付けた言葉と気持ちを確認する。［全体］ 
３豆太が「だめ」と感じているものと,その理由を
考える。 

 

ＰＢＩＳ 
［全体］ 

・自分の考えを最
後までしっかり
と話す。 

・発表をした人に
拍手をする。 

 

[知識・技能] 
ノート 
三場面の登場人
物の気持ちや性

格を表す語句に
着目し，語彙を
豊かにしている

かの確認 

つ

な

ぐ

 

５ 

文章を読んで理解

したことに基づい

て，感想や考えをも

つことができる。 

１一場面から三場面を読み，語り手が言う，豆太
の「おくびょう」について考える。 

２友達と考えを伝え合う。（ピア・タイム） 
３考えを全体で共有する。[全体] 
４改めて根拠となる叙述【考えのもと】を明らか
にして，自分の考えをまとめる。 

ピア･サポート 
［ピア・タイム］ 

・友達に進んで声
を掛ける。 

 

[思考・判断・表現] 
ノート 

複数の叙述を基
に,中心人物の
性格を考えてい

るかの確認 

見

付

け

る

 

６ 

登場人物の様子や

行動，気持ちや性格

を表す語句の量を

増し，語彙を豊かに

することができる。 

１四場面から，豆太の気持ちが分かる言葉を見付
ける。 

２見付けた言葉と気持ちを確認する。[全体] 
３豆太が「こわい」と感じているものと，その理
由を考える。         

ＰＢＩＳ 

［全体］ 
・自分の考えを最
後までしっかり

と話す。 
・発表をした人に
拍手をする。 

 
 
 

[知識・技能] 
ノート 
各場面の登場人

物の気持ちや性
格を表す語句に
着目し，語彙を

豊かにしている
かの確認 

７ 

１五場面の豆太の行動から気持ちを考える。 
２気持ちを確認する。[全体] 
３じさまの言う「やさしさ」とは何か考える。 
４考えを全体で共有する。[全体] 

つ

な

ぐ

 

８ 

文章を読んで理解

したことに基づい

て，感想や考えをも

つことができる。 

 

１物語の始めと終わりを比べ，豆太に変化があっ
たかどうか考える。 

  ある場合：変わったものを考える。 
  ない場合：変わっていないものを考える。 
２友達と考えを伝え合う。（ピア・タイム） 
３考えを全体で共有する。[全体] 
４改めて自分の考えをまとめる。 

ピア･サポート 
［ピア・タイム］ 
・友達に進んで声

を掛ける。 
 

[思考・判断・表現] 
ノート 
文章を読んで理

解したことを基
に，中心人物に
ついて考え，ま

とめているかの
確認 
  

 

 

 

 

 

深

め

る 

９ 

１豆太はどんな性格の子供か考える。 
２グループで話合い，ワークシートに考えをまと
める。[グループ] 

３考えを全体で共有する。[全体] 
４改めて，根拠となる叙述【考えのもと】を明ら
かにして，自分の考えをまとめる。 

協同学習 
[グループ] 
・役割を果たす。 

・全員が参加でき
るように声を掛
ける。 
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１じさまと医者様にとってモチモチの木はどの
ように見えているか考える。 

２豆太にとってモチモチの木はどのような存在
か考える。 

３グループで考えを出し合う。［グループ］ 
４考えを全体で共有する。[全体] 
５改めて自分の考えをまとめる。 

 
11 

言葉がもつよさに

気付くとともに，幅

広く読書をし，国語

を大切にして，思い

や考えを伝え合お

うとする。 

１「人物紹介カード」の豆太の性格について,叙述
を基にまとめる。 

２自分と豆太の共通点と相違点について考え，ま
とめる。 

 [主体的に学習に
取り組む態度] 
カード・観察 

登場人物の性格
について具体的
に想像し，自分

の感想や考えを
記述しているか
の確認 
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１「人物紹介カード」を読み合い,感想を伝え合
う。[全体] 

２カードを振り返り，自分の文章の良いところを
考える。 

３物語の感想を書き，読み合う。［グループ］ 

ＳＥＬ 
［全体］ 

・友達のカードの
良いところを伝
える。 

・相づちを打ちな
がら聞く。 

 



単元の目標 

〔知識及び技能〕 

・登場人物の様子や行動，気持ちや性

格を表す語句の量を増し，語彙を豊

かにすることができる。 （(1)オ） 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

・文章を読んで感じたことや考えた

ことを共有し，一人一人の感じ方

などの違いがあることに気付くこ

とができる。 （Ｃ(1)カ） 

「学びに向かう力，人間性等」 

・言葉がもつよさに気付くととも

に，幅広く読書をし，国語を大切

にして，思いや考えを伝え合おう

とする。

単元名 物語のしかけをさがそう 
教材名  ゆうすげ村の小さな旅館－ウサギのダイコン 

ＭＬＡとの関連 声掛け（例） 

ＳＥＬ ・相づちを打ちながら友達の話を聞く。
・相手の目を見て話を聞く。

（第１,８時） 

・「うんうん，なるほど，へえ，す
ごいね」など，相づちを打ちなが
ら聞こう。 

・相手の目を見て話を聞こう。

協同学習 ・４人でグループを作り，課題に対して
意見を出し合い，グループとしての考
えを説明する。

（第９時） 

・友達が伝えたいことは何か考え
ながら聞こう。

・色々な考えを出し合おう。

ＰＢＩＳ 
・話を否定しないで聞く。
・発表をした人に拍手をする。
・発表者は最後まではっきりと話す。

（第２～７,10～12時） 

・否定しないで聞くことが大切だ
ね。

・進んで拍手をすることができた
ね。

・最後まで話すことができたね。

単元の段階 

段階 見付ける つなぐ 深める 

内容 ・美月の様子を表す言葉を見付
ける。

・つぼみの気持ちを考える。
（第１～７時） 

・美月の正体が分かる仕掛けの言
葉を考える。

・つぼみが美月の正体を疑い始め
た場面を考える。

（第８，９時） 

・「クマの風船」を読んで，仕掛けを
考える。 

・二つの物語から１つを選び，見所
についてカードにまとめる。お互
いのカードを見合い，考え方や感
じ方の違いに気付く。

［重点］（第 10～12 時） 

主な言語活動 

「物語の見所を考え，カ

ードにまとめて読み

合う」 

・二つの物語から１つを

選び，見所についてカ

ードにまとめる。

・カードを見合い，考え

方や感じ方の違いを

知る。

・カードを図書室に掲示

し，他学年にも紹介す

る。

段
階 

時 目標 主な学習活動 ＭＬＡとの関連 
(目指す児童の姿) 

評価規準・
評価方法等 

見

付

け

る

１

登場人物の様子や

行動，気持ちや性

格を表す語句の量

を増し，語彙を豊

かにすることがで

きる。 

１二つの物語を読み，見所をカードにまとめて友
達と読み合うというめあてを知る。 

２初発の感想を書き，交流する。［ペア］ 
３登場人物と美月の正体を確認する。 
４時を表す言葉に注目して場面を分ける。 

ＳＥＬ 
［ペア］ 

・相づちを打ちな
がら聞く。

・目を見て聞く。

[知識・技能] 
ノート
各場面の登場
人物の様子や
行動,気持ちを
表す語句に着
目し，語彙を豊
かにしている
かの確認 

２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７

１各場面を読み，内容を捉える。 
２美月の様子が分かる言葉を見付ける。 
３見付けた言葉を確認する。［全体］ 
４つぼみの気持ちを考える。［全体］ 

ＰＢＩＳ 
［全体］ 
・自分の考えを最

後まではっきり
と話す。

・発表をした人に

拍手をする。

単元構想図 

(第３学年・２月) 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・登場人物の様子や行動，気持ちや

性格を表す語句の量を増し，語彙

を豊かにしている。 ［(1)オ］ 

・「読むこと」において，文章を読んで感

じたことや考えたことを共有し，一人

一人の感じ方などの違いがあること

に気付いている。   ［Ｃ(1)カ］ 

・粘り強く，登場人物の行動や気持

ちなどについて考え，学習課題に

沿って，自分の考えをまとめよう

としている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段
階 

時 目標 主な学習活動 ＭＬＡとの関連 
(目指す児童の姿) 

評価規準・ 
評価方法等 

つ

な

ぐ

 

８ 

文章を読んで感じた

ことや考えたことを

共有し，一人一人の感

じ方などの違いがあ

ることに気付くこと

ができる。 

 

１美月の正体が分かる仕掛けの言葉を考える。 

２友達と考えを伝え合う。［ペア］ 

３全体で考えを共有する。[全体] 

 

ＳＥＬ 
［ペア・全体］ 

・相づちを打ちな
がら聞く。 

・目を見て聞く。 

 
 

 [思考・判断・表現] 
ノート 

文章を読んで考
えたことを共有
し，友達と自分

の考えとの違い
に気付いている
かの確認 

 
  
 ９ 

１つぼみは，どの場面で美月をうさぎだと疑い始
めたか考える。 

２グループで話し合う。［グループ］ 
３全体で考えを共有する。［全体］ 
４改めて根拠となる叙述【考えのもと】を明らか
にして，自分の考えをまとめる。 

５物語の感想を書く。 

協同学習 
[グループ] 
・役割を果たす。 

・全員が参加でき
るように声を掛
ける。 

 

 

 

 

 

深

め

る 
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１「クマの風船」を読み，登場人物の正体と仕掛
けの言葉をノートに書く。 

２友達と考えを伝え合う。［ペア］ 
３全体で考えを共有する。[全体] 
４友達の考えを聞いて感じたことを書く。 

ＰＢＩＳ 
［全体・グループ］ 
・自分の考えを最

後までしっかり
と話す。 

・発表をした人に

拍手をする。 
ＳＥＬ 
［ペア］ 

・相づちを打ちな
がら聞く。 

・メモしながら聞

く。 
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１「ゆうすげ村の小さな旅館」と「クマの風船」
のつながりを考える。 

２二つの物語の相違点を考え，ノートに書く。 
３ノートを見合い，自分と同じ考えを探す。 

［全体］ 
４全体で考えを共有する。[全体] 
５友達の考えを聞いてなるほどと思ったことを
書く。 

 

 

 

12 

言葉がもつよさに気

付くとともに，幅広く

読書をし，国語を大切

にして，思いや考えを

伝え合おうとする。 

１二つのうち，印象に残った物語を選ぶ。 
２物語の見所として，面白い，なるほどと思った
ことなど，心に残ったところを紹介カードに書
く。 

３同じ物語，違う物語を選んだ友達とカードを読
み合う。[グループ] 

４友達のカードを読み，考えたことや感じたこと
をノートに書く。 

[主体的に学習に
取り組む態度］ 

観察・カード 
物語の見所をカ
ードにまとめよ

うとしているか
の確認 

 



小学校第3学年国語科年間指導計画の一部「C読むこと」文学的な文章教材　
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　学校図書館などを利用し，事典や図鑑などから情報を得て，分かったことなどをまとめて説

明する活動。

(ｱ)文字の組み立て方を理解し，形を整えて書くこと。

(ｲ)漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書くこと。

(ｳ)毛筆を使用して点画の書き方への理解を深め，筆圧などに注意して書くこと。

　段落相互の関係に着目しながら，考えとそれを支える理由や事例との関係などについて，叙

述を基に捉えること。

　登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えること。

　目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要約すること。

　登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に

想像すること。

　文章を読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などの違いがあることに

気付くこと。

　記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引用して，分かったことや考えたことを説明し

たり，意見を述べたりする活動。

　詩や物語などを読み，内容を説明したり，考えたことなどを伝え合ったりする活動。

　言葉には，考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くこと。

　易しい文語調の短歌や俳句を音読したり暗唱したりするなどして，言葉の響きやリズムに親し

むこと。

　長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこと。

　漢字が，へんやつくりなどから構成されていることについて理解すること。

　書写に関する次の事項を理解し使うこと。
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　文章を読んで理解したことに基づいて，感想や考えをもつこと。

　文章全体の構成や内容の大体を意識しながら音読すること。

　考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。

　比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事

典の使い方を理解し使うこと。

No

単元名

指導事項・言語活動例

授業時数

　幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つ事に気付くこと。

　相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話

すこと。

　漢字と仮名を用いた表記，送り仮名の付け方，改行の仕方を理解して文や文章の中で使うと

ともに，句読点を適切に打つこと。また，第３学年においては，日常使われている簡単な単語に

ついて，ローマ字で表記されたものを読み，ローマ字で書くこと。

　第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当され

ている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文

章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこ

と。

　様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には

性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し，語彙を豊かにすること。

　主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，指示する語句と接続する語句の役割，段落の

役割について理解すること。

丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。


